
Ｒ
Ｃ
へ
置
き

換
え
不
安
視

資
源
循
環
テ
ー
マ
に

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
学
術
会
議

２４
年
度
微
減
に

石
灰
石
需
給

中
間
見
直
し

関
東
の
砕
石
各
社
は
２
０
２
５
年
度
に
向
け
砕
石
全
般
の
大
幅
値
上
げ
の
機
運
を
高
め
て
い
る
。
出
荷
減
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
機
材
高
騰
、
生
産
や
輸
送
の
担
い
手
不
足
に
さ
ら
さ
れ
る
な
か
で
事
業
継
続
の
た
め
地
域
差
は
あ
る
が
要
望

額
ト
ン
３
０
０
〜
１
２
０
０
円
の
満
額
獲
得
を
目
指
す
模
様
だ
。
関
東
の
多
く
の
生
コ
ン
組
合
が
セ
メ
ン
ト
や
骨
材
価

格
の
上
昇
を
理
由
に
来
年
度
の
生
コ
ン
値
上
げ
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
砕
石
関
連
の
各
組
合
は
個
別
の
価
格
交
渉
を
円

滑
に
進
ま
せ
る
べ
く
、
主
要
ユ
ー
ザ
ー
団
体
の
生
コ
ン
組
合
に
骨
材
価
格
適
正
化
の
妥
当
性
を
説
明
。
中
長
期
の
指
標

と
し
て
運
賃
（
輸
送
費
）
合
わ
せ
て
ト
ン
１
０
０
０
円
以
上
上
げ
な
い
と
砕
石
業
を
続
け
ら
れ
な
い
声
も
あ
が
り
危
機

感
は
強
い
。
関
東
１
都
５
県
（
栃
木
、
神
奈
川
、
山
梨
、
埼
玉
、
群
馬
）
の
砕
石
会
社
を
取
材
し
た
。

あ
る
砕
石
会
社
は
「
こ
こ

数
年
の
セ
メ
ン
ト
や
生
コ
ン

の
数
千
円
の
値
上
げ
に
対

し
、
骨
材
は
数
百
円
程
度
の

上
げ
幅
に
と
ど
ま
る
。
と
り

わ
け
生
コ
ン
用
骨
材
は
生
コ

ン
側
の
契
約
形
態
を
理
由
に

骨
材
値
上
げ
の
浸
透
が
遅

れ
、
積
み
残
し
分
の
次
年
度

へ
の
繰
り
越
し
が
常
態
化
し

て
い
る
」
と
話
す
。
砕
石
全

般
で
実
勢
価
格
が
物
価
資
料

の
表
示
価
格
に
反
映
さ
れ
に

く
い
実
態
も
挙
げ
て
「
セ
メ

ン
ト
や
生
コ
ン
よ
り
も
調
査

頻
度
お
よ
び
対
象
が
不
十
分

と
み
ら
れ
、
反
映
ま
で
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
と
ユ
ー
ザ
ー

に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
」。

骨
材
の
価
格
が
ユ
ー
ザ
ー

の
生
コ
ン
や
合
材
価
格
の
３

分
の
１
以
下
の
水
準
に
と
ど

ま
る
半
面
、
装
置
産
業
で
あ

る
砕
石
工
場
の
プ
ラ
ン
ト
へ

の
投
資
費
用
は
ユ
ー
ザ
ー
工

場
に
比
べ
10
倍
以
上
に
の
ぼ

る
。
破
砕
機
、
整
粒
機
、
磨

砕
機
、
集
じ
ん
機
、
湿
式
製

造
の
泥
分
処
理
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
設
備
を
有
す
る
た

め
、
設
備
の
維
持
修
繕
で
は

諸
資
材
高
騰
の
影
響
を
も
ろ

に
受
け
「
コ
ス
ト
は
う
な
ぎ

の
ぼ
り
。
小
幅
の
値
上
げ
で

は
追
い
付
か
な
い
」。採
石
山

の
拡
張
に
か
か
る
表
土
処
理

や
緑
化
等
跡
地
整
備
に
は
数

億
円
以
上
の
膨
大
な
コ
ス
ト

を
要
し
、
需
要
減
で
大
量
生

産
大
量
販
売
が
成
り
立
た
な

く
な
り
、
砕
石
事
業
単
体
の

収
支
は
悪
化
、
砕
石
資
源
獲

得
に
向
け
た
投
資
の
原
資
を

確
保
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
一
部
自
治
体
は
採

石
法
対
象
事
業
所
を
原
則
適

用
除
外
と
し
た
盛
土
規
制
法

に
つ
い
て
採
石
場
内
の
骨
材

を
含
む
堆
積
物
を
適
用
対
象

と
み
な
す
動
き
も
あ
る
な
ど

開
発
規
制
は
強
化
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
事
業
継
続
は
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
骨
材
需
要
は
内
陸

品
（
陸
送
品
）
の
届
き
に
く

い
都
心
部
に
集
中
し
、
各
社

の
販
売
エ
リ
ア
の
関
東
内
陸

の
砕
石
需
要
は
振
る
わ
ず
今

年
度
累
計
の
各
県
の
砕
石
出

荷
量
は
お
お
む
ね
前
年
同
期

比
一
ケ
タ
台
の
減
少
で
推
移

す
る
。
大
型
物
件
で
は
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
関
連
工
事
は

山
梨
で
一
部
動
き
出
し
た
も

の
の
神
奈
川
で
は
本
格
化
せ

ず
、
東
名
高
速
道
路
の
秋
の

集
中
工
事
も
合
材
（
新
材
）

の
需
要
縮
小
に
よ
り
合
材
用

骨
材
の
出
荷
を
押
し
上
げ
る

に
は
至
ら
な
い
。
さ
ら
に
都

心
の
解
体
工
事
の
増
加
と
路

盤
材
需
要
の
縮
小
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塊
の
滞
留
問
題

に
よ
り
、
安
価
な
再
生
砕
石

（
Ｒ
Ｃ
）
の
流
通
範
囲
が
都

内
周
辺
か
ら
北
関
東
に
広
が

り
品
質
面
で
バ
ー
ジ
ン
材
が

ふ
さ
わ
し
い
現
場
に
お
い
て

も
価
格
差
の
た
め
Ｒ
Ｃ
へ
の

置
き
換
え
が
不
安
視
さ
れ

る
。
路
盤
材
を
主
品
目
に
す

る
砕
石
会
社
に
と
っ
て
死
活

問
題
で
あ
り
骨
材
を
主
力
に

す
る
会
社
も
品
質
的
に
骨
材

に
不
向
き
な
原
石
の
出
荷
用

途
が
減
り
、
山
の
開
発
に
支

障
を
来
た
す
懸
念
が
あ
る
。

生
産
現
場
や
骨
材
輸
送
ダ

ン
プ
の
担
い
手
不
足
も
大
き

な
課
題
だ
。
多
く
の
砕
石
工

場
が
土
曜
日
は
隔
週
休
み
に

と
ど
ま
り
社
員
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
で
「
若
年
労
働
者

を
補
充
し
た
い
が
、
完
全
週

休
２
日
制
で
な
い
の
で
募
集

が
来
な
い
」。都
内
を
中
心
に

し
た
生
コ
ン
組
合
の
主
導
に

よ
り
生
コ
ン
工
場
が
来
年
４

月
の
完
全
週
休
２
日
制
導
入

を
目
指
し
て
い
る
の
に
合
わ

せ
、
閑
散
期
の
土
曜
日
休
み

を
増
や
す
砕
石
工
場
も
あ
る

が
、
現
時
点
で
生
コ
ン
工
場

の
対
応
が
不
透
明
か
つ
組
合

非
加
入
工
場
も
あ
り
取
引
先

が
稼
働
し
て
い
る
以
上
は
出

荷
せ
ざ
る
を
得
ず
完
全
休
業

は
難
し
い
。
シ
フ
ト
制
の
対

応
も
要
員
を
増
や
す
に
は
コ

ス
ト
が
か
か
り
、
給
与
水
準

の
上
昇
を
含
め
た
労
務
費
の

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ダ
ン
プ
輸
送
で
は
、
複
数

の
都
県
を
ま
た
ぐ
長
距
離
輸

送
に
お
い
て
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
（
運
転
手
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
）
の
影

響
が
予
想
さ
れ
、
輸
送
の
安

定
化
の
た
め
品
代
と
は
別

途
、
運
賃
へ
の
補
て
ん
が
急

務
の
情
勢
だ
。
「
運
転
手
の

減
少
や
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇

を
考
慮
す
る
と
、
従
来
の
よ

う
な
数
百
円
の
値
上
げ
分
の

な
か
か
ら
補
て
ん
し
て
も
間

に
合
わ
な
い
。
ダ
ン
プ
不
足

を
憂
慮
し
、
自
社
で
ト
レ
ー

ラ
ー
を
配
車
し
て
骨
材
の
引

き
取
り
を
始
め
て
い
る
生
コ

ン
工
場
は
、
骨
材
輸
送
に
ど

れ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
る

か
理
解
を
深
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」。

「
再
生
合
材
・
再
生
骨
材

の
普
及
が
進
ん
で
使
用
量
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全

国
的
に
合
材
用
骨
材
の
不
足

は
み
ら
れ
ず
安
定
的
に
調
達

で
き
て
い
る
よ
う
だ
。
半
面

で
地
方
に
お
い
て
舗
装
工
事

が
減
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
ら

が
少
な
く
な
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
再
生
骨
材
の
入
手
の

方
が
難
し
い
の
で
は
な
い

か
」（
協
会
関
係
者
）。日
本
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
の
調

査
に
よ
る
と
、
合
材
製
造
に

お
け
る
砕
石（
６
号
、７
号
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ス
等
）
の

国
内
使
用
量
（
砂
含
ま
ず
）

は
２
０
２
３
年
度
実
績
で
１

２
８
５
万
９
千
㌧
。
新
規
合

材
が
主
だ
っ
た
１
９
９
２
年

対
比
で
４
割
弱
に
減
少
し
、

新
材
比
率
が
20
％
台
に
低
下

し
た
の
に
伴
い
２
０
１
５
年

度
以
降
は
再
生
骨
材
の
使
用

量
を
下
回
っ
て
い
る
。

一
方
、
合
材
（
新
材
）
製

造
に
お
い
て
は
ス
ト
レ
ー
ト

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
主
燃
料
の

Ａ
重
油
の
高
騰
に
よ
り
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
の
価
格
転
嫁
が
急

務
。
合
材
各
社
は
価
格
適
正

化
の
機
運
を
高
め
て
い
る

が
、
生
コ
ン
の
よ
う
に
協
同

組
合
に
よ
る
共
同
販
売
は
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
個
社
の
交

渉
に
な
り
一
部
で
価
格
競
争

も
あ
る
た
め
、
セ
メ
ン
ト
や

生
コ
ン
等
他
建
設
材
料
に
比

べ
合
材
値
上
げ
の
進
ち
ょ
く

は
遅
れ
て
い
る
模
様
だ
。
原

価
の
上
昇
幅
の
方
が
値
上
げ

幅
よ
り
も
大
き
く
製
造
原
価

の
４
割
程
度
を
占
め
る
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
上
昇
分
を
補
て

ん
で
き
ず
、
砕
石
や
砂
の
値

上
げ
要
望
に
対
し
十
分
な
受

け
入
れ
は
難
し
い
情
勢
と
み

る
。
地
区
に
よ
っ
て
骨
材
販

売
組
合
が
合
材
用
骨
材
の
共

同
販
売
を
目
指
す
動
き
も
あ

る
が
「
諸
物
価
が
高
騰
す
る

な
か
で
骨
材
値
上
げ
を
浸
透

さ
せ
る
た
め
に
共
販
を
行
う

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
た
だ

し
、
合
材
各
社
が
受
け
入
れ

て
い
く
う
え
で
は
合
材
価
格

の
十
分
な
適
正
化
が
前
提
に

な
る
だ
ろ
う
」。

協
会
は
各
社
の
合
材
価
格

を
適
正
化
し
や
す
い
環
境
整

備
に
向
け
、
国
土
交
通
省
や

調
査
会
社
に
対
し
、
合
材
の

設
計
単
価
（
表
示
価
格
）
に

つ
い
て
現
行
の
運
賃
込
み
の

持
ち
込
み
で
は
な
く
、
引
き

取
り
の
製
品
単
価
と
運
賃
の

分
離
計
上
（
表
示
）
を
求
め

て
い
る
。
「
主
流
の
取
引
形

態
で
あ
る
小
口
取
引
の
販
売

価
格
が
明
確
化
さ
れ
ず
、
品

代
と
運
賃
が
分
か
れ
て
い
な

い
た
め
、
高
騰
す
る
運
搬
費

を
補
て
ん
し
に
く
く
、
品
代

に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
」。23
年
度
の
全
国
の
荷
姿

別
出
荷
状
況
調
査
に
よ
る
と

工
場
渡
し
の
比
率
が
44
％
を

占
め
、
大
型
車
に
よ
る
持
ち

込
み
（
現
着
）
42
％
を
上
回

る
。
地
域
別
で
は
北
海
道
が

89
％
、
北
陸
が
58
％
、
近
畿

が
53
％
、
関
東
が
46
％
と
高

く
、
団
体
会
員
の
都
道
府
県

協
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
設
計
単
価
は
引
き
取
り

と
運
賃
を
分
け
る
べ
き
と
い

う
意
見
が
大
半
を
占
め
る
。

日本アスファ
ルト合材協会 各

社
25
年
度
大
幅
値
上
げ

再
生
骨
材
入
手
困
難
に

事
業
継
続
へ
危
機
感
強
ま
る

製
品
単
価
と
運
賃
分
離
計
上
要
望

日
本
鉱
業
協
会
（
関
口
明

会
長
）
は
11
月
21
日
、
都
内

で
定
例
記
者
会
見
を
開
き
、

２
０
２
４
年
度
上
半
期
の
各

社
の
業
績
状
況
、
鉱
業
政
策

促
進
懇
談
会
（
鉱
促
懇
）、日

本
鉱
業
振
興
会
研
究
成
果
報

告
会
、
非
鉄
金
属
市
況
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

非
鉄
大
手
８
社
合
計
の
上

期
決
算
は
銅
な
ど
非
鉄
金
属

相
場
上
昇
、
円
安
に
よ
る
追

い
風
を
受
け
当
期
純
損
益
は

前
年
度
比
68
％
増
と
な
り
通

期
で
18
％
増
の
見
通
し
で
あ

る
。
鉱
促
懇
は
11
月
20
日
に

開
き
「
鉱
業
政
策
の
確
立
に

関
す
る
要
望
書
」
を
採
択

し
、
経
済
産
業
省
と
財
務
省

に
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

最
重
点
項
目
と
し
て
資
源
確

保
の
た
め
の
支
援
策
の
強

化
、
低
廉
・
安
定
的
な
電
力

供
給
の
確
保
、
循
環
型
社
会

構
築
に
向
け
た
事
業
環
境
の

整
備
の
３
点
を
掲
げ
「
資
源

国
に
お
け
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
高
ま
る
な
か
本
邦

企
業
に
よ
る
資
源
開
発
が
持

続
的
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に

官
民
一
体
で
の
戦
略
的
か
つ

継
続
的
な
資
源
外
交
を
展
開

し
て
ほ
し
い
」（
関
口
会
長
）。

研
究
成
果
報
告
会
は
11
月

８
日
に
都
内
で
開
催
さ
れ

「
鉱
山
跡
地
の
汎
用
的
な
緑

化
に
寄
与
す
る
植
物
の
重
金

属
耐
性
機
構
の
解
明
」（
森
林

研
究
整
備
機
構
）、「
鋼
構
造

建
築
物
に
お
け
る
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
割
れ
に
対
す
る
め
っ

き
浸
漬
速
度
の
影
響
に
関
す

る
調
査
研
究
」（
神
戸
大
学
）

な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

日
本
学
術
会
議
（
材
料
工

学
委
員
会
・
環
境
学
委
員
会

・
総
合
工
学
委
員
会
合
同
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

た
め
の
資
源
・
材
料
の
循
環

利
用
検
討
分
科
会
）
は
11
月

22
日
、
都
内
で
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
へ
の

移
行
に
お
け
る
資
源
循
環
の

役
割
」
を
開
催
し
た
。
同
分

科
会
は
今
年
度
か
ら
26
期
を

迎
え
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
推
進
の
た
め
、
工
学

だ
け
で
な
く
経
済
学
、
法

学
、
社
会
学
か
ら
の
学
術
課

題
を
多
角
的
に
拾
い
上
げ
て

政
府
に
提
言
す
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
す
る
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
笹
木

圭
子
早
稲
田
大
学
教
授
は

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
は
循
環
経
済
と
訳
さ
れ
て

い
る
が
概
念
は
と
ら
え
に
く

い
。
市
場
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
の
な
か
で
資
源
の
効
率

的
か
つ
循
環
的
利
用
と
備
蓄

資
源
の
有
効
利
用
を
最
大
化

す
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と

い
え
、
経
済
、
法
律
、
社
会

的
な
認
知
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
持
続
的
か
つ
実
践
可

能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
課

題
と
い
え
る
」
と
話
し
た
。

講
演
内
容
は
以
下
の
通

り
。
「
資
源
循
環
の
経
済
モ

デ
ル
と
実
践
」（
馬
奈
木
俊
介

九
州
大
学
教
授
）、「
成
長
志

向
型
の
資
源
自
律
経
済
へ
の

転
換
に
向
け
た
日
立
と
産
総

研
の
挑
戦
」（
鈴
木
朋
子
日
立

製
作
所
専
門
理
事
）、「
非
鉄

製
錬
業
に
お
け
る
金
属
資
源

循
環
利
用
技
術
」（
柴
田
悦
郎

東
北
大
学
教
授
）、「
使
用
済

み
製
品
の
処
理
か
ら
原
料
生

産
へ
」（
醍
醐
市
朗
東
京
大
学

准
教
授
）。

石
灰
石
鉱
業
協
会
（
森
川

玲
一
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
２

０
２
４
年
度
の
石
灰
石
需
給

の
中
間
見
直
し
を
行
い
石
灰

石
の
24
年
度
出
荷
量
・
生
産

量
は
前
年
度
実
績
を
若
干
下

回
る
と
予
想
し
た
。
出
荷
量

は
１
億
１
７
１
０
万
㌧
、
生

産
量
は
１
億
１
７
９
０
万
㌧

と
し
、
出
荷
、
生
産
と
も
に

前
年
度
比
０
・
９
％
減
。
近

年
の
生
産
量
の
推
移
は
２
０

２
１
年
度
の
１
億
３
２
６
９

万
㌧
か
ら
２
年
連
続
減
少

し
、
23
年
度
に
１
億
２
千
万

㌧
を
割
り
込
み
50
年
間
で
最

低
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

用
途
別
出
荷
量
は
、
セ
メ

ン
ト
向
け
は
横
ば
い
な
が
ら

も
骨
材
向
け
は
減
少
し
建
設

関
連
で
１
・
６
％
減
、
鉄
鋼

向
け
、
石
灰
向
け
と
も
に
微

減
と
な
り
鉄
鋼
関
連
で
２
・

８
％
減
で
あ
る
。
各
用
途
別

の
出
荷
量
は
セ
メ
ン
ト
用
４

９
０
０
万
㌧
（
横
ば
い
）、骨

材
用
２
６
５
０
万
㌧
（
４
・

５
％
減
）、鉄
鋼
用
１
６
４
０

万
㌧
（
３
・
４
％
減
）、石
灰

用
８
２
０
万
㌧
（
１
・
０
％

減
）、そ
の
他
１
０
２
０
万
㌧

（
３
・
２
％
減
）。輸
出
は
19

・
７
％
増
の
６
９
０
万
㌧
。

日 本 鉱 業
協 会

国
に
要
請
活
動
展
開

資
源
開
発
の
持
続
的
遂
行
を

２０２４年（令和６年）１２月９日（月曜日） （２）ア グ リ ゲ イ ト（第三種郵便物承認）


